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人口 39.167人 +28 

男 18.669人 +14 

女 20.498人 +14 

世帯数 11.847世帯 +24 

面 積 240.93平)jキロメートル

市民憲章

f建問ぜなからだをっくり

おい教義を身につける。

0あらゆる機会をとらえて:γ:宵に

励む。

Oスホーツをさかんにし 、すこや

かな心 とからだをつくる。

昭和55年

11月号

12月の納税

固定資産税

(3期)
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冷
夏
、
長
雨
と
異
常
気
象
が
続
い
て
い
ま
す
の
で
、

今
年
の
冬
は
、
例
年
に
な
い
寒
さ
が
予
想
さ
れ
て
い
ま

す
。こ

れ
か
ら
の
寒
い
季
節
は
、
ど
の
{
杢
蛙
で
も
火
を
使

う
こ
と
が
多
く
な
り
、
一
年
の
う
ち
で
最
も
火
事
の
多

い
時
期
と
な
り
ま
す
。

今
年
も
、
十
一
月
二
十
六
日
か
ら
十
二
月
二
日
ま
で

秋
の
全
国
火
災
予
防
運
動
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
す
。

こ
の
運
動
は
、
市
民
ひ
と
り
ひ
と
り
の
防
火
意
識
の

向
上
を
図
り
、
火
災
の
発
生
防
止
と
人
命
・
財
産
を
火

災
か
ら
守
る
こ
と
を
目
的
に
行
わ
れ
ま
す
。

秋の全国火災予防運動

川
川
和
五
十
川
年
の
大
洲
地
以
広
域
消
防
事

務
組
合
管
内
の
火
災
発
生
状
況
を
比
ま
す
と

バ
八
件
の
火
災
が
発
生
し
、
焼
死
者
二
名
、

負
傷
者
二
名
、
損
害
額
任
、
九
八
四
万
円
と

な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
う
ち
、
大
洲
市
で

Z

ニ
件
が
発
生
し
、
刊一似・行↓

一名
、
損
許
制
二

一
ぃ
ハ
川
万
円
で
す
。

原
同
別
に
比
ま
す
と
、
た
き
び
、
火
あ
そ

び
、
た
ば
こ
(
マ
ッ
チ

・
ラ
イ
タ
ー
)、
ス
ト

ー
ブ
等
の
暖
房
器
具
の
順
で
す
。

円
頃
、
何
気
な
く
過
し
て
い
る
生
活
を
振

り
返
っ
て
み
て
、
火
災
の
発
生
す
る
内
ス
キ
H

は
な
い
か
、
一
家
庭
で
、
職
場
で
も
う

一
度
考

え
て
み
ま
し
ょ
う
。

家
庭
で
の
防
火
対
策

V
老
人
や
幼
児
に
心
使
い
を

火
災
に
よ
る
焼
死
舟
の
約
下
数
は
、
日
成

未
満
の
幼
児
と
い
ハ
卜
歳
以
上
の
お
年
寄
り

で
す
。
幼
児
や
お
装
ち
だ
け
を
残
し
て

の
外
出
は
で
き
る
だ
け
避
け
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
幼
児
や
お
年
寄
り
は
、
避
脱
の
し

や
す
い
局
所
で
似
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
o

v使
う
火
に
は
責
任
を
持
つ

台
所
で
使
う
火
、
た
ば
こ
の
火
な
ど
仰
っ

た
火
は
、
消
す
ま
で
責
任
を
持
ち
ま
し
ょ

.つ
O

V
防
火
体
制
は
十
分
で
す
か

消
火
山
市
は
、
い
つ
で
も
使
え
る
状
態
に
な

っ
て
い
ま
す
か
。

地
従

・
災
・符
発
生
に
備
え
て
、
消
火

・
ひ

維
の
い
刀
法
を
家
族
で
訊
し
ム
け
っ
て
お
き
ま

し
ょ
、
っ
。

職
場
で
の
防
火
対
策

V
職
場
で
の
防
火
設
備
の
点
検
を

消
防
用
設
備
は
、
い
つ
で
も
使
用
で
き
る

よ
う
に
盤
備
さ
れ
て
い
ま
す
か
。

避
難
路
は
確
保
で
き
て
い
ま
す
か
。
通
路

や
非
常

μ
に
物
な
ど
置
い
て
い
ま
せ
ん
か
。

V
防
火
意
識
の
高
揚
を

職
場
ぐ
る
み
で
、
消
火

・
通
報
及
び
避
難

訓
練
を
実
施
し
て
、
防
火
意
識
の
高
揚
に

努
め
て
下
さ
い
。

消
火
の
三
要
素

も
の
が
燃
え
る
た
め
に
は
、
「
燃
え
る
も
の
」

と
「
空
気
(
酸
素
)
」
と
「
熱
」
が
必
要
で
す

こ
れ
は
、
い
わ
ば
H

火
の
一一
要
素
H

と
い
え

ま
す
。
こ
の
う
ち
、
ど
れ
か

一
つ
で
も
欠
け

る
と
、
物
は
燃
え
ま
せ
ん
。

つ
ま
り
火
を
消
す
と
い
う
こ
と
は
、
こ
の

H

燃
え
る
7
-
必
ず一子
の
ど
れ
か

一
つ
を
取
り

除
く
か
、
しの
γ

断
し
て
や
れ
ば
よ
い
の
で
す
。

こ
れ
が
ま
た
H

消
火
の
ご
一要
素
H

で
も
あ

り
ま
す
。
つ
ま
り
、
二
要
素
の
ど
れ
か

一
つ

を
初
則
の
段
附
で
仲
た
が
い
さ
せ
る
の
で
す
o

v
燃
え
る
も
の
を
取
り
除
く

例
と
し
て
は
、
ガ
ス
火
災
の
と
き
な
ど
元

せ
ん
を
山
め
ア
火
一ベ
を
断
っ
た
り
、
山

火
事
の
と
き
周
凶
の
木
を
切

っ
て
延
焼
を

防
ぐ
な
ど
で
す
。

V
空
気
(
酸
素
)
を
断
つ

.
大
ふ
ら
を
あ
げ
て
い
て
、
炎
が
ト
し

っ
た
叫

す
ぐ
に
フ
タ
を
す
る
と
酸
素
が
断
た
れ
火

は
市
え
ま
す
。
ま
た
、
倒
れ
た
石
油
ス
ト

ー
ブ
が
燃
え
だ
し
た
と
き
は
、
シ
ー
ツ
な

ど
を
本
に
ぬ
ら
し
で
か
ぶ
せ
る
と
消
す
こ

と
が
で
き
ま
す
。

V
熱
を
下
げ
て
消
す

火
事
と
聞
い
た
ら
、
ま
ず
「
水
」
と
反
射

的
に
ピ
ン
と
く
る
ほ
ど
、
水
は
冷
却
消
火

の
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
で
す
。

ま
た
、
天
ぷ
ら
な
べ
に
火
が
入
っ
た
と
き

な
ど
、
手
近
に
あ
る
野
菜
を
入
れ
る
の
も

一
つ
の
方
法
で
す
。

短
期
療
育
に
つ
い
て

大
洲
学
園
よ
り

大
洲
字
国
で
は
、
家
庭
に
お
い
て
、
言
葉

が
お
く
れ
て
い
た
り
、
年
齢
相
応
の
表
現
が

で
き
な
か

っ
た
り
、
排
せ
っ
、
食
事
、
洗
面

な
ど
が
で
き
な
い
チ
供
さ
ん
を
対
象
に
、
保

護
者
・
(
母
親
)
同
伴
に
て
短
期
間
入
国
制
度

(
原
則
と
し
て
十
日
間
位
)
を
実
施
し
て
い

志
す
。
こ
の
則
聞
に
、
家
庭
に
お
け
る
療
育

方
法
な
ど
を
指
導
い
た
し
ま
す
。

す
で
に
二一
組
が
終
了
退
園
し
、
現
在

一
組

入
国
し
て
母
子

一
体
と
な
り
懸
命
に
訓
練
を

引
ん
で
い
ま
す
。
退
因
さ
れ
た
方
々
は
、
再

度
の
入
国
訓
練
を
希
望
さ
れ
て
い
ま
す
。

な
お
、
入
園
に
伴
う
品
川
用
は
、

f
T
供
さ
ん

は
無
料
、
保
説
者
の
み
食
代

一
日ぃハ

O
O円

の
負
判
で
す
。

ご
希
虫
の
ト刀
は
、
い
つ
で
も
受
付
て
い
ま

す
の
で
、
ご
連
給
下
さ
い
。
ま
た
、
療
育
に

附
す
る
相
談
も
行
っ
て
い
ま
す
の
で
ご
利
用

ド
さ
い
。

連
給
先

大
洲
市
立
大
洲
一
一
子
園

宮
④
3
7
7
2



H

大
洲
バ
イ
パ
ス
U

の
測
量
始
ま
る

北
川
ハ付
近
か
ら
肱
川
七
山
の
川
辺
.
九
仁
川
げ

総
に
持
続
す
る

M
川

(延
長
-.・

--
lm
)
を

判
定
的
に
山
川
す
る
よ
う
に
計
州
し
て
む
り

ま
す中
IM
川
の
叫
主
計
州
説
川
会
が
、
地
ぺ
聞

係いれ
多
数
が
山
山
し
、
先
日
間
川
附
さ
れ
、
が

淀
川
州
に
付
す
る
即
日併
を
い
た
だ
き
、川
叫
ト仕、

洲
川川川川
穴
を
一五
純
小
で
す

な
お
、
洲
川
川
訓
六
に
伴
う
土
地
江
人
り
に

際
し
て
は
、
文
h

札口
に
よ
り
地
権
k

引いふ
の
特
慌

に
仰
協
h
を
お
願
い
致
し
て
い
ま
す
が
、
川

地
M
川木川前
で
す
の
で
、
地
権
行
が
川
怖
に
把

似
で
き
て
い
ま
せ
ん
。
こ
の
保
な
こ
と
か
ら

地
椛
行
の
点
で
依
刺
も
れ
に
な
っ
て

い
る
均

九日
は
、
紙
而
を
仙
り
ま
し
て
御
協
力
を
引
き

ま
す
と
と
も
に
、
仰
噂
阿
川
卜
さ
い
ま
す
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。

測
量
調
査
の
内
容
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O
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宮
④

2
1
1
1

嵩
富
川
改
修
事
業
に
つ
い
て

タタ
ハ
的
な
土
地
利
川
と
生
活
環
境
の
技
備

に
つ
な
が
る
こ
の
半
台
ボ
に

つ
い
て
も
、
現
花

測川
以
淵
丘
に
は

い
っ
て

い
ま
す
。
地
域
関
係

行
の
特
さ
ん
の
こ
埋
解
と
ご
協
力
を
お
似
い

し
ま
す
。

む
川
い
ん
け
せ

大
洲
小
央
上
木
事
務
所
宮

④

，5
1
2
4

J

入立
山
役
川
部
市
川
和見
備
法

宮

④

2
1
1
1

くこたつ)1'，1ぐl-で大き

めの こたつ掛けヤ、

こたつ蚊 きで似;，'IIUこ

心がけましょう

陸盟国
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H

が
い
な
も
ん
じ
ゃ
の
う
μ

大
洲
ば
や
し
の
競
演

h
リ
'

何
例
の
H

商
工
ま

つ
り
υ

が
、
卜
.
川
.

報

ハ
か
ら
五
け
ま
で
、
山
内
各
所
で
繰
り
広
げ

広

ら
れ
ま
し
た
。

二
H
に
は
、
大
洲
ば
や
し
の
巾
叩
パ
レ
ー

ド
が
行
わ
れ
、

卜
・
九
川
体
六

-KO名
が
参

加
し
て
大
洲
ば
や
し
の
競
演

。
事
査
の

一一ー昭和55年11月20日

優勝した新町駅前チーム

B
チ
ー
ム

エ
ヒ
メ
住
宅
チ
|

大
洲
ば
や
し
の
終
る
の

を
待
ち
か
ね
た
よ
う
に
、

経
漢
ば
や
し
が
に
ま
や
か

に
市
中
を
ね
り
込
み
、
山
品
川

り
ム

l
ド
を
雌
り
トぃ
げ
ま

し
た
。
二
日
は
、
大
洲
町
九
小
り
と

あ
っ
て
午
前
中
に
子
供
み

こ
し
が
市
内
各
所
で
気
勢

を
上
げ
、
午
後
か
ら
は
、

古
式
豊
か
な
八
幡
神
社
の

「お
な
り
」
が
市
中
を
ね

り
歩
き
、
祭
り
は
日
以
日
制

に
述
し
ま
し
た
。

ま
た
、
市
以
会
館
前
で

は
菊
花
版
、
山
以
会
館
で

は
、
消
抗
生
活
出
、
観
光

版
、
物
産
版
、品川
道
展
が

開
催
さ
れ
、
多
数
の
皆
さ

ん
に
好
評
で
し
た
。

// 

国
民
年
金
の
改
正

拠出年金 白5年7月(母子加算は55年8JJ )から]

{j'. ~何日IJ ~~; 現行 (JJ知)改d後(よj鍬)

1'1 1'1 
25 {I 納 H 39.225 ，12.000 

を齢 11'金 10 "1:. 11 念 24.7，12 26，550 

S 1j'. 1j'.念 20.108 
ilJから21.6∞
81]から22.6∞

守技 19. i92 52，250 

防 '，1;'11 金
目〉 千及 19.833 11.800 

I:} (-(rl，I;f:} (-)年金((-1人) 39.833 
11町駅!;.{)'()11H明1
56，800 

i手 F
追 リ~'rl : ~ ( r 1人) 39.833 ，11 ，800 

11/，1:} {-W~Ì' 

第2(-の加俳句l 2.000 5.000 

iu 児
第 3(以降 l人
に対する J)II~-;I制

，100 2.000 

[55""二8) Jから〕

年金 f，n別 :q

22.500 20，000 主的 f;，( ?-Ir. 11 金

回
以
玄
翁
が
ヒ
月
に
さ
か
の
ぼ
り
、
表

の
よ
う
に
改
正
増
額
さ
れ
ま
す
。

33.800 

り子 (i格付(-)悩十Ir.'rf ~i子

( (-1ノ，， )
29.300 

1)1'1 

利
回
ボ
、
新
町
駅
前
チ
l
ム
が
今
年
、
日
以
も
す

ば
ら
し

い
断
り
と
決
定
し
ま
し
た
。
入
賞
チ

ー
ム
は
次
の
と
お
り
で
す
。

位
新
川
駅
前
チ
ー
ム

-
一立

野

子
出
寸
テ
l
ム

F

，A1
・
，
4E-
-

r
q叫
J
J
J
勾

t

-

-

一二
位

市

役

所

A
チ
l
ム

凡
位

『

aι
1
2
，有φ
，

現if(J J制 )1改!F.後(JJ鎖)

福祉年金

22.500 

(第2f以降の))11男知は

拠出年金と I，;J係)

所 |本入所得|繍 ・障害福祉年金 2( 
得 1'""'" ''1'1 (夫婦の場合) '-vu 1 

出~ 1+"， rrJ母f・坐母子福祉年金 |吋 |年収
|摂 |制限 I I'~ ，~ r;';r! ~~!~~- I 347 361 
限| 1 (母 ，f 1人の場合)， '-"" 

I~ I 扶 4主義 t主将所得;lilJ 限
-Ĵ  ~ :x I J~JU.~ I~ ~I U~-'~fi~'J I~p，: 876 
矧 (6人ilt，出の場代)

30.000 

20.000 

26，000 
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-
川
刈

、守
人

'
J
刊

ノ

u

LZ
Uγ 

)8 
年収

ー

¥
K佳
司
可
百
可

i
ノ

tu訂
Mm
目
M
H

卜
a

一川
川
H
i
卜
ハ
は
、
人
椛
週
川
で
す
。

私
た
ち

一
人

一
人
の
「
基
本
的
人
権
」
は
、

在
法
に
よ
っ
て
保
附
さ
れ
て
い
ま
す
。
人
権

と
は
、
「
す
べ
て
の
人
間
が
人
川
と
し
て
幸
一
引

な
生
活
を
…
一
円
む
の
に
必
法
な
基
本
的
俄
利
」

で
す
。

人
権
週
間
は
、

一
人

一
人
が
人
権
を
認
識

し
、
ま
た
れ
己
の
権
利
行
使
に
よ
っ
て
他
人

の
人
惇

乞
侵
し
て
い
な
い
か
を
反
杓
し
て
み

る
週
間
で
す
。
あ
な
た
は
、
他
人
に
迷
惑
を

か
け
て
い
ま
せ
ん
か
、
A
7
.
度
、
相
子
の
九五 ロ

月
4
日
i
m
日

均
に
な

っ
て
身
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

今
年
の
人
権
週
間
で
は
、
「
人
権
の
共
存
H

お
瓦
い

に
利
子
の
立
場
を
身
え
て
豊
か
な
人

川
聞
係
を
つ
く
ろ
う
」
「
部
落
ぷ
一川
の
解
消
」
「

「州
人
の
地
位
向
上
」
を
件
発
の
重
点
日
棋

と
し
て

い
ま
す
。

し
か
し
、
人
権
に
ま
つ
わ
る
ト
ラ
ブ
ル
は
、

川
市
生
川
の
均
で
起
き
る
こ
と
が
多
い
だ
け

に
、
そ
の
防
止
と
仰
い
一
掃
を
は
か
る
た
め
に
は

国
の
機
関
だ
け
で
な
く
、
い
は
間
の
方
の
協
力

も
必
要
で
す
。
こ
の
よ
う
な
汗
以
か
ら
生
ま

れ
た
の
が
、
人
権
擁
護
委

μ制
度
で
す
。

人
権
を
侵
さ
れ
た
り
、
侵
さ
れ
そ
う
に
な

っ
た
方
は
、
お
近
く
の
人
権
擁
説
委
員
ま
た

は
法
務
局
へ
御
相
談
下
さ
い
。
相
談
は
無
料

で
秘
街
は
守
り
ま
す
。
な
お
、
大
洲
市
の
人

権
仙
川
護
委
此
は
次
の
方
々
で
す
。

0
4比
一頭
典
次

(八
多
喜
町
)

O
上
岡
和
維

(森
山
)

O
大
川
教
子

(平
肝
町
平
地
)

O
兵
頭
義
市

(中
村
)

0
山
本
友
之

(新
谷
)

年収

7601~;u"'( ) 

公 (，'.)年金1Jt-給限度額
Ijl'l 

45 
Ijl'l 

，11 

{! '~~ 



戦
後
の
部
落
解
放
運
動

HRfll55年11月20日一一一

税
の
し
お
り

性

格

県
や
市
は
、
私
た
ち
が
豊
か
で
健
康
な
生

活
を
送
る
た
め
に
、
種
々
の
行
政
サ
ー
ビ
ス

を
行

っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
の
引
用
は
、

住
民
全
体
が
そ
の
能
力
に
応
じ
て
分
机
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

住
民
税
は
、
こ
の
よ
う
な
地
方
税
の
性
棉

を
最
も
よ
く
表
し
て
い
る
税
で
、

一
般
に
、

県
民
税
と
市
民
税
を
合
わ
せ
た
も
の
を
い
い

ま
す
。
住
以
税
に
は
、
個
人
と
法
人
の
住
以

税
が
あ
り
、
個
人
ぽ
均
等
別
と
所
得
別、

法

人
は
均
等
割
と
法
人
税
制
か
ら
な
っ
て
い
ま

す
。
い
ず
れ
も
、
市
内
に
住
所
を
有
し
て
い

れ
ば
、ぃ
mか
ら
い
ろ
い
ろ
な
行
政
サ
ー
ビ
ス

ト

h
ち
何
点
台
市
伊
市
伊
丹
'
r
h
Aph
AF前
同
h
A
弘氏
，hA
F
h
e
H
λ
nh
A
R

一:同
和
教
育

h

シ
リ
ト
ズ

み可

AV
U
+凶
+

+

A

V

+

昭
和
二
十
年
、
敗
戦
に
よ

っ
で
U
本
の
経

済
は
大
き
な
打
撃
を
受
け
、
食
料
川
辺
や
失

業
問
題
が
深
刻
な
も
の
と
な
っ
て
き
ま
し
た
。

そ
の
た
め
国
民
の
多
く
が
、
飢
餓
と
イ
ン
フ

レ
の
中
で
、
ど
ん
氏
の
生
活
を
続
け
て
い
ま

し
た
。
と
く
に
、
部
落
に
お
い
て
は
、
芹一川

の
た
め
に
産
業
の
基
盤
が
確
立
さ
れ
て
お
ら

ず
、
ま
た
、
農
村
に
あ
り
な
が
ら
れ
分
の
農

地
を
持
た
さ
れ
て
い
な
か

っ
た
た
め
、

府

厳
し
い
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。

おおずー(5)一 広報
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一
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h

一

以

一

以

ー
ド
一
O
H
L
O
-
-

川

]
-
n
u
--J
一一nu
--J
一

円

U

l
J

U
t
-
E
J

Ij

一一q
d

l
'

一phu
ζ
d

υ一
寸
同
一
一
品

一
一
叩

印
一
卜

h+…
出
十
一
泊
十

一料

品

一分一
2

↑山
一全

市

村
山
一
し
×
÷
人
×
一
人
×

4

一同
除
一
わ
額
一
収
額
一
収
村
山

課
税
の
対
象
と
な
る
所
得
の
樋
矧
は
、
所

以
問
一
川
流
一
判
流
一
判
吟

，
e失
H

，“μ
一
『

ノ
一・11

ーノ

プ
I
l

ノ

併
税
と
同
級
に
、
利
ノ
ナ
所
得
、
配中
I
苛
u
J
、

全
.
U
一刊
収
一
一
川
収
一
川
収

1
1

人
し
一
万

z
F
3
二
引

=

不
動
ぃ日
間
所
得
、
事
業
所
行
、
給
与
所
得
、
退

収

川

一

ω
一
川
一
日

戦
所
川
、
山
林
所
得
、
誠一級
所
得、

一
時

所

?

一

一

一

/
I

-
1
1

一1
1

一

得
及
び
維
所
川
の
卜
傾
知
で
、
こ

れ

ら

の

芥

川

一
川

一
川

一
片

所
川
の
令
制
は
、
出
川
と
し
て
、
収

入

合

初

ぃ

一抑

?
一側

?
一
例

以
一
也
げ

一
回
行
一
也

か
ら
必
要
統
的
を
控
除
す
る
こ
と
に
よ

っ
て

リ

一
小
片

一
川
市
比

一
小

-

一八
の
一
パ
の一

個
人
の
住
以
税
の
納
税
義
務
行
は
、
市
内
計
算
さ
れ
ま
す
。

仙
一

一山
ド
一

ωド一

ω

5
-
5
1
一
0

1
一
O

に
住
所
の
あ
る
人
と
市
内
に
佐
川
は
な
い
が

仏

号
所
川
に

つ
い
て
は
、
他
の
所
川
の

よ

ー

い

L
い
い
「
は
い
「
じ
い

均
台

一N

h

A

Z

N

f内
、ド向
、市
門
AF品
目
持
h
キ
何
持
向
ぷFhAF向
〆
白

Anh
内向、
ト
h
AF・?
ぞ
向
〆
h
AF，向
Aphλ
戸
向
付
hAF〆何
時
ヲ
ト
・ぺ〆
'ぺ
件
、
〆
'ペポ
九刊
が
句
、ト
h
d・-aF
'WAR，ぺ
可
何
〆
句
A
fぺ〆
'ぺ〆
・ぺ〆
，ぺ
〆
旬
、ト
'a円、
ト
令
、
ト
句
作
子
供
九
司
バ

ま
た
、
農
地
改
革
の
均九
日も
、
:
一反
以

F

全
国
本
子
社、

解
放
辺
助
が

.
灯
し
て
の
ち

の
小
作
料
は
対
象
か
ら
は
ず
さ
れ
て
い
ま
し

ωい
ん
で
い
た
も
の
で
し
た
。

つ
づ
く

た
の
で
、
川
併
の
人
々
の
多
く
は
、
民
地
を

%
一
一

o
E
u
m

担
一
作
一
潟

f

子
に
入
れ
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

小
一
筏

こ
の
よ
う
な
中
で
、
全
国
心小
平
社
の
辺
助

を
ひ
き
つ
ま
、
附
利
a

・卜

.
年•

. 
川
に

「川

…
治
解
放
令
同
委

μ会
」
を
結
成
し
、
戦
争
小

と
だ
え
て
い
た
川
部
解
放
辺
助
の
円
辿
を
は

か
り
ま
し
た
。

そ
の
年
の
卜

-
川
:
げ、

Jr利
と
¥上
椛介刊

以
、
廿
桜
木
的
人
権
の
や阜市一
千を
り
と
す
る
以
主

主
義
の
柏
村
を
も
り
込
ん
だ
在
泌
が
制
定
さ

れ
ま
し
た
の

こ
の
辺
法
の
仙
川
こ
そ
、
大
正
卜

.
午
、

圃-・

2

・
ω

，司F
I
H

A
4」

-
Z
A

、T-ノ

，d
l
E
b
t
'

ヨn
E

を
受
け
て
い
ま
す
の
で
、
そ
の
点
に
K
引
け
し

て
課
税
し
て
い
る
税
で
す
。

均
等
刻
は
、
均
等
の
制
に
よ
る
税
負
制
一を

広
く
求
め
よ
う
と
す
る
も
の
で
、
そ
の
川
町

上
税
制
は
少
傾
に
な
っ
て
い
ま
す
。
法
人
の

均
等
割
は
、
法
人
の
脱
偵
お
よ
び
種
類
に
応

じ
て
江
段
階
に
区
分
し
、
制
限
税
率
が
定
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
個
人
の
所
得
別
は
、
住
M
A
の
能
力

に
応
じ
て
れ
判
を
求
め
よ
う
と
す
る
も
の
で

必
過
累
進
税
率
に
よ

っ
て
沫
税
さ
れ
ま
す
。

納
税
義
務
者

日
本
を
内
似
し
た
ア
メ
リ
カ
市
は
、
日
本

の
以
主
化
の
た
め
に
、
い
く
つ
か
の
改
革
を

し
ま
し
た
。
そ
の
小
で
刊
に
重
要
な
改
唱
は

「…

ν働
関
係
の
改
市
」
と
「
農
地
改
市
」
で

し
た
。

労
働
問
係
の
改
革
に
よ

っ
て
、
労
働
組
A
け

が
認
め
ら
れ
、
働
く
人
た
ち
の
口
令
や…

ν働

時
間
な
ど
、
リ
万
働
条
件
が
脊
し
く
改
汗
さ
れ

ま
し
た
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
職
場
に
は
、

就
職
去
別
に
よ

っ
て
、
部
部
の
人
た
ち
は
ほ

と
ん
ど
働
く
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

中
務
所

・
ポ
業
所
リ
入
は
・瓦
川
般
の
あ
る
人
が

該・
1
し
ま
す
。
前
行
に
は
、
所
得
刻
と
均
昨
日
J

訓
の
A
H
1
川
知
が
、
後
かれ
に
は
、
均昨
日J
別
の
み

が
減
税
さ
れ
ま
す
口

な
お
、

市
内
に
注
所
ま
た
いや
務
所
下
が
あ

る
か
ど
う
か
は
、
そ
の
年
の
一
月

一
ハ
引
布

で
判
定
さ
れ
ま
す
。

所

4日
干守

う
に
必
要
経
代
の
来
初
を
抗
日
除
せ
ず
、
次
の

表
の
よ
う
な

一
定
の
訓
合
に
よ

っ
て
、
給
与

給与所得の控除額
農地改革による変化

でせ金の を所
すん〈給非行得
。金 O 十1"説ハ、 を
附 O 、税ま併
記i力ー垂HFI亡する

一 f史票円 l川川I卜1';イ~ 1得尋 。の
~ l-以1 つdよL σの) (こ

宝下 ;求長 f仔例子列リ 必
く σ) :;，ノと 虫
矛利|リl じも乙し

な σ) J、て 未差
ど)パ、は 1't
)のよ 、 の

の 利 22生概
金 一子宏活 算
品 、主 f呆控
等当元陪 除

香
川
職
業
訓
練

短
大
生
を
募
集

一
万
働
判
所
管

・
雇
用
促
進
事
業
団
が
設
置

す
る
こ
の
短
大
は
、
州
日
本
で
唯

一
の
二
年

制
工
科
系
同
大
で
す
。
開
校
は
、
昭
和
バ
卜

六
年
間
ハ
で
す
。

V
募
集
科
目

生
時
機
械
科

什
動
車
科

令
以
成
形
科
建
築
科

各
科
と
も
二
卜
名

高
校
卒
業
有

(来
年
:
一月
卒

業
比
込
も
合
む
)
お
よ
び
岡

下
以
上
の
…
一
ナ
力
を
有
す
る
者

V
願
書
受
付

開
利
回
年
2
月
9
円
i
U
日

V
試

験

日

間
利
回
作
3
月
ロ
円

(木
)

V
試

験

地

木
校
、
船
山、

高
知
他

V
試
験
科
目

数

I
・
郎
・

物
理

I
・
英
語

そ
の
他
詳
し
い
こ
と
の
お
問
い
合
せ
は
、

V

〒
じ
い
ハ
:
.
丸
他
市
郡
家
町
.
一二

O

三
葉
人
員

V
応
募
資
格

芥
川
職
業
訓
練
短
期
大
学
校
開
設
準
備
室

E
O
八
じ
七

-
④

6
2
9
0
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ふ
る
さ
と
婦
人
学
級
で

施
設
見
学

郷
上
の

.M山
人
に
附
心
を
川
ち
、
ふ
る
さ
と

の
り
史
的
す
が
た
に

m
Mを
深
め
、
大
洲
山

一一一11({，f11日午11)J 20 11 

を
愛
す
る
心
を
縫
い
、
日
中
山
山
小
川
を
は
汗
向

上
す
る
けハ的
の
ふ
る
さ
と
川
人
一
一
心
級
で
は
、

卜
l
九
i
-
-川
川
|
乃
'
J
Y
川
ー
と
し

j

JI
l
l
i
-
-
〈

・

1

て
、
山
内
の
街
中
山
立
の
比
…
一
IT-

し
ま
し
た

-
E
T〉
三
ド
ヘ

u-n-一Hト
hge
刀
、
ド
'1a

トム
'/IU
ィ
紛
れ
削
4

P

H
ハ

A
1
け

の
コ
ミ
処
川一助
を比…一，
r
し
、ト
八洲

山
の
ゴ
ミ
川
沿
川
い
が
川
ト
代
ど
の
よ
う

に
な
っ
て
い
る
の
か
を
予
門
し
、

主
制
と
し
て
、
ゴ
ミ
川
起
に
ど
の

トケ
J
-
}
パ
川
，
札
」

t
'
h
よトト
J

か
を
丹

、

l
j
Jノ

F

R

l

l

;

え
、
今
後
の
…
一
十
円
川
辺
と
し
ま
し

た
こ
の
後
、
臥
能
山
ル
れ
に
行
き
、

よ
化
財
保
活
安
此
の
森
本
先
小
の

説
川
で
、
大
洲
の
新
し
い
名
川
を

け
ん
干
し
、
川
川
ハ
の
リ
一
，
r
門
を
終
り

ま
し
た

大
洲
よ
り
五
家
族
受
賞

え
ひ
め
家
族
賞

.叶一
代
の
トト八川が
川
川
し
、
位
以
な
一
本
一
凶

作仁川
を
送
っ
て
い
る
悩
山
な
山
本
政
に
州
ら
れ

る
「
え
ひ
め
家
政
行
」
を
、
大
川
山
か
ら
は
、

川
家
肢
が
叉
抗
さ
れ
ま
し
た
c

ト
ハ
.
.
卜
-
川
、
松
山
山
の
堂
版
丈
教
会

館
で

MMη
ょ
が
行
わ
れ
、
ハ
行
知
ぃ下
よ
り
トぃ氏

杉
状
と
記
念
品
が
川
ら
れ
ま
し
た
。

交
抗
さ
れ
た
の
は
、
次
の
点
々
で
す

可司F 可司F

'_;fJ J:.:. ~ "I ~ "I 
~ lli 、 111 111 
'ぷ利i米 'ネー
~ r '1: -
、ド 、斗三

~!( サ平11
IlIf ダ )11
、ドオ )

J也
) 比

二7

)j乏

年
賀
状
の
準
備
を
/

ヘノド

ιド
H
iド
八

'
k
h
v山
川
ぃ
1
J
h
J
引
・
』
な
)

/
f
ふ

t
f
V
I
A
-
J1
汀

h
ド

-

〆

H
i'
l
y

ま
し
た
午
ト
本
も
押
し
迫
る
と
川
か
と
忙
し
く
な
り

ま
す
の
で
、
わ
い
め
に
年
幻
は
が
き
を
お
引

い
ボ
め
い
た
だ
き
、
卜
-
-
川
卜
-
八
日
の
引
-
公

開
始
け
に
は
山
せ
る
よ
う
に
ご
準
備
く
だ
さ

(
三
世
代
同
居
)

伯
池
氏
山
、
イ
ト
ノ
、
忠
、
ミ
サ
エ
、
民

刀
、
出
f

v
山
本
家

('仁
川
以
成
)

山
本
一
川
トA
郎
、
シ
ナ
ヨ
、
笠
、
付
「
、

hr

川ノ

V
Jけ
l
'r
J

V
介
しL
・4

(雌
純
)

介
ト
ハ
渦
川
、
ス
ミ
エ
、
法
、
ハ
ヤ
ミ
、
問

.4
、
よ
む

V
山
ハ
一
家

(八
タ
夕
刊
)

山
川
能
…刻
、
チ
ハ
ル
、
得
砕
い
よ
、
刊
一
的
、
川
出

汗

不

f

刊
さ
ん
の
、
ま
す
ま
す
の
ご
健
勝
を
お
折

り
し
ま
寸

(郵
便
局
か
ら
)

年賀状の差し出し準備を

、口
'L
 な
む
、叫汎巾山叩ド附に中叶l
つ
で
は
、
次
の
点
に
ご

一
川
広
く
だ
さ
い

om所
に
川
北
(
助
が
な
い
か
確
認
し
、
ア
ハ
ー

ト
名
、
川
砕
け
、
室
砕
け
、
「
Q
V似
点
」

J
Y

、は

「、同
U
ピ
ル
」
な
ど
の
川
い
け
き
ま
で

却
し
く
記
入
し
て
ド
さ
い
ま
た
、
郵
山

砕
け
は
正
昨
に
い
れ
川
い
て
ド
さ
い

し
ん
午
刊
一
状
を
印
刷
し
た
り
、
版
州
に
し
た
り

す
る
点
は
、日十
め
に
子
配
し
ま
し
，
r
b

う

O
比一
山
人
の
住
所
、
郵
山
砕
け
も
忘
れ
ず
に

バ
人
し
ま
し
ょ
う

H

感
じ
の
よ
い
H

従
業
員
表
彰

尚
工
会
泊
所
主
川作中
部
が
実
施
し
て
い
る
お

.
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「
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と
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辺
助
」
の
A

環
と
し
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μ
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よ
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さ
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昭
和
バ
ト
バ
作
℃
出
市
以
述
動
会
は
、
体
行
の
日
の
卜
川
卜

H
、
運
動
公
園
陸
上
競
技
均
で
聞
か
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
快
川
で
絶
好
の
運
動
会
け
よ
り
で
、
各
地
以
か

ら
多
数
の
皆
さ
ん
が
参
加
し
、
日
頃
鍛
え
た
体
力
を
卜
分
に

発
揮
し
H

体
育
の
け
H

に
ふ
さ
わ
し
い
市
民
の
辺
助
会
で
し

た
。競

技
は
、
小
…
一
ナ
生
リ
レ
ー
よ
り
始
ま
り
、
地
区
対
抗
戦
で

は
、
前
回
目
以
下
位
の
柳
沢
地
ほ
が
お川
起
し
各
種
日
に
日
得
点

を
重
ね
、日ん
事
優
勝
を
果
た
し
ま
し
た
。

各
地
区
の
得
点
は
表
の
通
り
で
す
。

各地区得点表
/I[il 地的lk|| F.ノ、れ

ボール む削除子 競むか止で メンシン コルフ
{I:.齢日11リレー i介~{ ;';';: ボール t見足比立 I.!C_ 二 ~~弘;

1 何1I iJ-( 12 11 10 12 12 11 6 9 83 

2 新?; 6 12 11 9 4 12 11 10 75 

3 八多吉 11 10 12 7 11 8 5 8 72 

4 IJ主 IH 7 4 8 11 8 5 12 12 67 

5 11十j久米 4 8 7 8 6 9 10 5 57 

6 111: 111 5 5 9 10 10 4 6 53 

7 平 ~' f' 9 9 6 ? 7 3 7 2 45 

8 IJμt8 ? ? 3 9 6 8 11 42 

9 つ 7 5 10 5 7 2 39 

10 UPI成 8 6 3 6 3 2 3 4 35 

11 IJLltA 3 l 5 l 4 9 7 31 

12 /:. )11 10 3 4 2 3 25 

つ
な
ひ
き

お
か
あ
さ
ん
/
日
頃
貯
え
た
力
を
出
し
て

頑
張

っ
て

思ったよりむつかしいわ・風船割り

中
学
生
リ
レ
ー

バ
ト
ン
タ

ッ
チ
/
後
は
た
の
ん
だ
よ
、

ま
か
し
て
お
け
/

おさるのかごや

この人たち、本当に大丈夫かしら 、

少し心配だわ ?
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~ 節水の工夫~洗たく~本OJilで{史う ;J，の11-1で、 高:多い
のは、i先たくmです。i先た くも

すすぎノjしだいでノ1<の印川jA:もずいぶん述いま
すので、」二六 してみましょう 。
IL1)=/l:Jや1111数にもよりますが、およそj定し つは
なしのすすぎに比べ、;J，をためでのとためすす
ぎとの)jが、本の山川 lltは約 、|三分ですみます。

水道の故障は次の水道組合ヘ
(nIlN.祭けの漏ノlく修理)

当吊 11 11萎!fRにあたる業行 述給先

12) J 7 11 J~者川本道 Ih fi 4 -5968 

12)1l411 二L: J，Ei 鉄工所 fi 4 -4519 
--< 

12)J2111 l2i1又L {市i fi 4 -3783 

12)J2811 (有)Iy;j -1" ;J， j丘備 II支 fi 4 -4577 

12)J2911 l人l川電気;J，j丘設備 合 5一一5532 
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12)J3111 1fi ~! f" ;J， )丘」二 'J';Ih 84-2216 3 -281:3 
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と
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ハ
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ハ
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M
年
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ハ
お
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川
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年
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月
生

※
芯
肱
市

・
肱
北
地
区
の
み

交
付
叫
川
日
時
初
分
i
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施
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川
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セ
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ー
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く
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山
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と
し
て
)
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川

稲
沢

※※  ※ 
洋

(指
定
配
分
)
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一
封
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戒
地
.
民
社
協
と
市
社
協
へ
)

上
引
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版
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川
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州
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会
へ
)

い
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半
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k
」
J
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正
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(物
品
の
け
凶
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シ
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ツ

.

.
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志
保
町

石
川
川
凶

作
ふ
と
ん
-
校
八
多
喜
阿
ハ
石
ト
モ
ヨ

ふ
と
ん

-
流
れ
:
枚
川
ハ
川
肝
正
附

以
上
社
会
福
祉
事
業
の
た
め
、

.m託
し
て

い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

大
洲
山
社
会
初
祉
協
沼
会
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南

海

放

送

大
洲
ラ
ジ
オ
局
開
局

恵

十
川
海
欣
送
の
県
下
六
時
日
の
ラ
ジ
オ
用
と

し
て
、
大
洲
ラ
ジ
オ
局
が
十
二
月
初
旬
に
関

川
し
ま
す
。
こ
の
間
川
に
よ
っ
て
、
大
洲
市

に
お
い
て
も
、
南
海
放
送
ラ
ジ
オ
が
ハ
ッ
キ

リ
と
受
信
で
き
ま
す
。

名
称
南
海
欣
送
大
洲
ラ
ジ
オ
局

局
所
大
洲
市
五
郎
乙
パ
.九八

周
波
紋

1
2
3
3
キ
ロ
ヘ
ル
ツ

川

力

0
・
一
K
W

間

同

卜

二
月.九
日

(予
定
)

(卜

一
川
下
旬
よ
り
試
験
放
送
)

電
話
の
エ
チ
ケ
ッ
ト

(
そ
の

2
)

-
呼
出
音
は
叩
川
く
ら
い
聞
き
ま
し
ょ
う
0

・
相
手
の
方
は
、
い
つ
も
電
ぷ
機
の
そ
ば
に

い
る
と
は
か
ぎ
り
ま
せ
ん
。

大
洲
電
報
電
布
川口
町


